子どもの心の読みとき方 -スクールカウンセリングと特別支援教育の視点から- by 伊藤,直樹

















































































































































































































































































































































































































































この絵を描いてからしばらくして、それまで「うん」とか 「いいえ」と か「別に」 とか、
そういうことしか話さなかった彼が、面接で突然ワーッと話し始めました。「僕がなぜ話せ
なかったか」 という理由について延々と話し始めるということがあり ました。やはり彼の
中でも何か表現したいけれどもできない、何か表現する言葉が見つからないという状況が
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不登校ということに結びついていたのか。それで何か表現するきっかけができて、表現で
きて、何かを乗り越えていったのかなと思います。
O会えない子どもとのかかわり
もう一つ、これも中 2の不登校のケースです。同じ学校のスクールカウンセラーとして
あった事例です。このD君の場合にはほとんど本人と会えない。なぜ会えないかというと、
人と会うのが怖いからです。だから学校に全然来られない。人と会うのが怖いどころか、
電話にも出られない。担任の先生が電話をかけても全然出られないという状況でした。
家にいるわけですが、会えないからどうしたらいいか。いろいろ紆余曲折があって、初
めは手紙を出してみました。彼が『ハリー ・ポッター』が好きだという情報を聞きつけて
『ハリー ・ポッター』のレターセットを購入して出したりとか、次はどうもコミックスの
『ONEPIECE』が好きらしいということで、 『ONEPIECE』のレターセ ットを買って、
それから『ONEPIECE』を私は 26巻まで買って、それを読んで備えて彼に手紙を出 し
たりするわけですが、そうしているうちに電話に出てくれるようになります。
電話に出ていろいろと話をしていて、電話だとなかなかやりにくいので、彼は絵が好き
だというのもわかったので、「では絵でも描いてみる？」と言って、さっきのスクイグルを
やります。会えないので、こちらが描いて郵便で送ります。そうすると彼も描いて送って
きます。そんなふうにしてやりました。
彼が最初のころに描いた絵です。先ほどの絵と全然違うのは、私が描いた線を結構無視
してラインをつけて描いている。しかもタイトルが「上昇しすぎていたマンダラの帰宅」
と、意味がよくわからない。ュング心理学をちょっと勉強したことがある人は「マンダラ」
がユング心理学ではとても重要な言葉だということがわかると思いますが、これも心の深
いところのイメージを表す言葉です。たぶんこれは彼にとって非常に重要だったと思いま
す。
先ほどの彼の絵と比べて、明らかに絵の質も違います。人と会えない。彼のこのあとの
人生は大変だろうと思うのですが、やはりそういったことが絵に表れてくるのかなと思い
ます。
次の絵は「ワシの心臓」、強烈です。真っ赤で、しかも心臓です。ギョッとするような絵
ですが、さっきと違うのは、一応線に沿って描いているということです。たぶん私のほう
と何か波長を合わせられるようになってきたというか、距離が少し縮まったのだと思いま
す。ただ、表現はギョッとするような絵です。先ほど言ったとおり彼が抱えている問題は
たぶんすごく大変なことです。
次に私は丸を描いて、丸を描いたから柔らかい絵が返ってくるかなと思ったら、ギョッ
とするような「水星人」という、何だ、これはというような絵が返ってきます。一応線は
使ってくれています。しかし出てくる絵がすごく強烈です。彼が返してくると、今度は彼
からなぐり描きのラインが返ってくるので、それに合わせて私が絵を描いて送ります。彼
とのやりとりしていると きは、これに応える絵を描かなければいけないので、 とても大変
でした。
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これは最後に描いた絵です。これも強烈で、何を描いているのかよくわからないのだけ
れども、一応線は使ってくれている。「親密な夜空の下、 溶け始めた左腕を拡大鏡で見られ
るカニとアメンボ」で、これがカニです。拡大鏡があって、ここにアメンボがいるわけで
すが、このカニの左腕が溶けてしまっている。ギョッとする以外にない。ただこんなふう
に表現していって、彼はだんだん外に出られるようになってきます。コンビニに行ったり、
本屋さんに行ったりしている。少しずつ外に行くようなことを しています。だから表現で
きているということは、何かしら意味はあるのだと思います。
彼は、中学はほぼ不登校だったのですが、一応、卒業証書をもらって、その卒業式にも
行けなかったわけですが、都立高校を受験します。大丈夫かなと思っていたのですが、面
接試験を受け、某都立高校に合格しました。そのあと行ったかどうかちょっとわかりませ
ん。卒業してほかの学校に行ってしまったので、もうスクールカウンセラーとしての仕事
は終わりです。ただ、いずれこの先の人生も彼はかなり大変だろうなとは思っています。
彼が卒業するころに私に絵をプレゼントしてくれました。これは金の額縁にちゃんと入
って送られてきました。タイトルは「朱雀と踊る道化」で、意味もよくわからないのです
が、朱雀はこのあたりにいます。道化はここで、逆さまで回転しています。彼の世界はや
はりかなり変わっているのですが、パッと見、これまで見た絵の中で一応ホッとします。
この絵はきれいだなということで私の研究室に飾ってあります。さすがに「水星人」は飾
れないなと思いますが、これは飾れる。やはりそれなりに絵を描いてきた何か意味があっ
たということなのかなと思います。
【子どもの表現の持つストーリー性】
後半は絵でしたが、表現される内容にはやはりストーリー性がある。これは絵ではなく
て問題行動でもそうだと思うのですが、それにも何か内容にストーリー性があるだろう 、
必ず背景があって、展開があってということがあるだろうと思います。
学校の先生、あるいは専門職の方は、表現されているものの背景にある何かストーリー
性を読み取っていくことが大事なのだろうと思います。見かけは問題行動なので、とんで
もないことをする生徒はいるわけですが、その背後に何かしらあるはずだと思います。こ
れは絵との比較ですが、「水星人」とか「腕が溶けてしまっているカニ」の絵を描いている
ような子も、背景にはきっと何かがあって、それをくみ取っていくことが大事なのかと思
います。
やはり抱えている問題により表現される内容に違いが出てくる。先ほど絵が全然違った
のがおわかりいただけたと思いますが、学校での問題行動も生徒によって違います。生徒
の抱えている問題によって表現されてくる内容は違うのかなと思います。
いろいろ問題を抱えている、あるいは問題にぶつかっている子は、自分の心の中にある
汚いもの、怖いもの、未知のものとか、何かそういうことを表現する傾向があって、これ
を表現することは結構大事だと思います。相談室、面接室の中では絵とかそんなかたちで
出てきますけれども、実際の問題行動で窓ガラスを割ってしまったりするのは、その子の
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中に何か制御できないものがある。その表現が窓ガラスを割ってしまうとか、そんなふう
に出てくるので、そちらのほうを理解することが大事かなと思います。
事例の背後にあったことですが、 C君の事例は、実は担任教師と本人・保護者、担任教
師とスクールカウンセラーの関係がよかった。これが彼が登校したことにたぶん効いてい
ると思います。逆にD君の事例はちょっとぎくしゃくしてしまった。なぜかというと、担
任の先生は非常にいい先生で、彼のことを心配して電話をかけてくれます。しかし、本人
は全然出てくれない。それでもめげずに手紙を書いてくれたのですが、だけど返事も返さ
ない、彼は返せない。担任の先生もだんだん嫌になってきてしまった。私のところに来て、
「やっぱり不登校は甘えですから」と言うので、私もちょっとカチンと来て、結局このあ
たりがうまくいかなかった。
このことからも連携がとても大事だなと思いますが、いまお話ししてきたとおり、いわ
ゆるカウンセラーの専門性と学校の先生の専門性、あるいは最近導入された特別支援教育
の専門性は全然違いますから理解するのが非常に難しいと思います。そこで結構、麒齢が
生じてしまうことが多いのかなと思います。
【子どもの心の読みとき方】
最後のスライドですが、「子どもの心の読みとき方」とあります。最初の原点に回帰する
と、なぜ子どもと向き合うのか。私の場合には、いろいろお世話になった先生方を裏切る
わけにはいかないというのがあって、オ能はないのだけれども、ない才能を振り絞ってや
らないとまずいかなと思って向き合っています。
それがいいのかどうかちょっとわかりませんが、先生方はどうして先生をやっているの
か。たぶんこのあたりが子ども心を読みとくときに、やはりかかわってくるのではないか
と思います。何で子どもとかかわらなければいけないのか、なぜ先生をやっているのか、
子どもの何を見たいのかということです。これは専門性の違いにしてもそうです。カウン
セラーはカウンセラーなりに、なぜカウンセラーになったのかというのがあるわけです。
子どもの向き合い方もそれで決まってくる。特別支援教育もそういうことがあるわけです。
それと、子どもを理解しようとすることの持つ意味をよく考えます。先ほど言ったとお
り問題行動はやはり何かの表現です。その何かを理解しない限り改善はないと思っていま
す。ただ何かというのは容易に理解できるものではないケースが多い。先ほど紹介した事
例もそ うですが、全部がわかっているわけではない。ただ、これは私の向き合い方のスタ
ンスですが、何とか理解し続けようとします。私はわからないのが特技だということもあ
り、わからないなりに、ああかな、こうかなと知恵を絞って考え続けることに意味がある
のかなと思っています。
考え続けるだけで何か意味があるのかと思われる方もおられると思いますが、実は理解
しようとすることは、すでにもう問題への働きかけになっていると思います。理解しよう
とする先生の生徒へのスタンスはそうでない先生のスタンスとはやはり違うわけです。だ
から問題に微妙に影蓉を与えてきます。子どもの問題行動に対応する先生がだれかによっ
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て、その後の問題行動の収束の仕方も違ってくるだろうと思います。だから理解しようと
することが、何か問題にいい影孵を与えてきて、その問題の解決なり収束に影響するのか
なと思います。
最後に、これは一般の人からよく 言われることで、不登校などのお母さんの相談に乗る
と必ず出てくるのですが、「何でうちの子は不登校になったのでしょうか。原因がわかりま
せん。先生、原因を教えてください。原因がわかれば対処できます」と問かれることがあ
ります。
ところが私も原因はよくわからないので、そう言われると困ってしまうのですが、これ
はほかの相談でもそうです。一般の方からすると、何か心の問題が起きるということは、
何か原因があるのではないかということです。
もちろんそう考えてもいいのですが、これまで子ども達と会ってきた経験からすると、
理論を当てはめて、これが原因だろうと言うのは簡単です。無意識の慈藤がこ うで、抑圧
がこうでみたいに話をするのはそんなに難しくないことですが、逆にずっと続けていて思
うのは、こういうふうに発想すること自体が問題の解決を遅らせるということです。
何か原因があって、それでいまのことが起きていると周りが見ることと、本当に起きて
いることは、たぶん違うことなのに、そんなふうに思ってしまうことで、ほかの可能性を
拾うことをやめてしまう。そういうことが起きるような気がします。ですから先生方で問
題行動が起きて、その原因がわかればいいんだけれどと思ったときは、その発想自体が可
能性をせばめていることもあるかなと思います。
むしろ何をしたらいいかというのは、何が起きているか理解するということだと思いま
す。たぶんそれは問題につながっていくので、生徒へのかかわり方に影響を与えていって、
いい方向に行くことが多いのではないかと思います。
いろいろお伝えしましたが、このように考えることはなかなか日々お忙しい先生方は時
間が取れないと思います。カウンセラーがいる学校では、ぜひカウンセラーに「こういう
問題が起きているんだけれど、どうしたらいいでしょうか」みたいな相談をしていただき
たいと思います。相談することで、やはり先生方も一呼吸置くことができたりすることが
あると思いますし、何か理解しよ うとすること自体がいい方向に行くと思います。
特別支援教育の場合もそうですが、突然キレる子がいてどう したらいいんでしょうかと
私もよく問かれますが、私もよくわからないので、「じやあ、ちょっと見てみます」と言っ
てその子と一緒に遊んで、蹴られたり、かじられたりしますが、そういうふうにしている
と、ああ、この子はこういうときにキレるんだなということがだんだんわかってきます。
わかってくると、その子と付き合えるようになってきます。ですからあまり特効薬ばかり
を探そうと考えたらちょっと危ないかな、と思っていただけたらいいかなと思います。
今日はいろいろわかりにくいところもあったかもしれませんが、このあとの分科会がう
まく行くような何かよいヒントになれば幸いです。ご清聴、ど うもありがとうございまし
た。（拍手）
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司会 伊藤先生、どうもありがとうございました。伊藤先生は意外とゲーマーなんです
ね。聴いていてちょっと思いましたが、個人的にはスクイグルという表現方法に私はとて
も興味がありました。いろいろとすぐ現場で実践できるとは思いませんが、参考にさせて
いただきたいと思いました。伊藤先生にもう一度盛大な拍手をよろしくお願いいたします。
（拍手）
ではこのあと分科会になります。お手元の次第にあるとおり、三つのテーマに沿って分
科会を実施いたします。会場はこのリバティタワーの 13階になります。この階にはエレベ
ーターがありませんので、エスカレーターで 3階に上がっていただいて、そこからエレベ
ーターに乗って 13階となります。
テーマの「特別支援教育」、それから「気持ちを語るとは」の教室につきましては 13階
に上がって、エレベーターを降りて左手になります。それから 「スクールカウンセラーと
教職員との連携」についてはエレベーターを降りて右手の教室になりますので、場所を間
違えないようにしてください。お手元の資料には 15分からと書いてありますが、いまはほ
ぼ20分ですので、 16時30分から分科会を始めさせていただきたいと思います。それまで
に各教室にご移動をお願いいたします。それが終わりましたら、またこの場所にお戻り＜
ださし、0
ではここでいったん全体会を閉じさせていただきます。
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分科会より報告
司会（江藤） 「特別支援教育」、「気持ちを語るとは」、「スクールカウンセラーと教職員
との連携」の順番で報告していきます。では大坪先生、お願いします。
第一分科会「特別支援教育」より報告
大坪 第一分科会の「特別支援教育」の報告をさせていただきます富士見中学 ・高等学
校の大坪です。よろしくお願いします。
裔橋先生も含めて 11名というこじんまりとした会でしたが、まず最初に皆さんから一言
ずつ自己紹介をいただきながら、障害者の方とのかかわりの経験談とか、そのような話を
いろいろとしていただいて、 中にはいま学生さんで支援学級の補助員としてボランティア
に行っている方、あるいは学級支援員の方もいらっしゃって、具体的なお話を聴くことも
できました。
その後、特別支援教育ということですが、不登校もその部分と少しかかわってくるので
はないかということで不登校の話になり、小学校まではいろいろな特別支援の対応は充実
しているんだけれども、中学校になると教科担任制になってしまって、そういうシステム
がなかなか確立されていないところから、小学校のときには不登校は顕在化しないのだけ
れども、少しずつ芽が出てきて、そして中学校に入ってくると不登校が顕在化し、夏休み
以降増加してくると状況がある。そういうときに必要になってくるのが、カウンセラーと
のかかわりだという話になって、カウンセラーとのかかわりはほかの分科会のテーマでし
たが、そちらのほうに話が逸れて、そのへんの話を少ししてからもう一度話が元に戻りま
した。
特別支援教育と不登校というところを考えたときに、障害を持った児童ないし生徒が不
登校になる場合に、やはり自分の障害と健常者との壁とか、そういったところから不登校
になっていく場合もあるのではないかと私が質問したのですが、そこで高橋先生の奥様が、
実は特別支援の専門家でいらっしやって、本校の卒業生で今回参加されていたのですが、
最後に次のようなお話をいただきました。
やはりその障害者自身の問題もあるのだけれども、その障害者がそういう気持ちを持っ
てしまうのは、障害者を取り込む周りの環境に大きく左右される。他がどう見るかという
ことが、結局その障害を持った子たちがどう感じるかということになっていくので、やは
りみんな違って当然で、みんながみんなそれぞれ違うのだということを、もう少し大人が
いろいろなところを見ながらコーディネートしていかなければいけない。各学校にコーデ
ィネーターとかもいるだろうけれども、そのコーディネーターが中心になって、障害者と
の壁ができないような環境づくりをしていくのが重要なのではないか、というお話でした。
時間が少し過ぎたわけですが、 一応そのようなかたちで話が盛り上がったところで終わ
ったというところです。以上簡単ですが、第一分科会の報告でした。 （拍手）
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